
.. 

ヤ

『

日

・

遁

正

宗

小

笠

原

慈

問

削

の

一
先

つ

本

一

得

を

定

め

よ

2

を
議
み
て
宗
組
本
側
論
及
一
脚
本
例
法
論
の
非
か
糾
す

1
 1
 
1
 

，｝、
’11-

良

↑五、、↓JJ
 

干高

t l'J 

オぇ

沿：I;

tJ己

LLJ 

｜伺

一、

ーι＝＝＝－－＇ユ ー」d

－

f
 

；

・
．、
J

7
・
6

．、

、

、
、
、
．

初
に
帥
が
五
誌
の
所
依
と
す
と
飢
ハ
川
制
的
一山
特
引
に
就
い
て
川
は
ん
と
す
。
抑
K

制
作巾
ぃ川氏
は
け
例
法
川
の
特
徴
と
し
て
、
慨
し
て
一

、
、
．
‘
．
、
、
、
、
‘
．
、
、
‘
．
、、‘．

門
一

派
に
侃
し
、
或
は
後
人
の
添
加
・
山市
人
・
以
内
等
と
川
心
は
れ
る
も
の
多
く
‘
陥
っ
て
正
式
市
川
に
川町
け
る
山
他
共
小川の
泣
文
と
は
山

、‘
．
．．
 

、
．
、

、

米
な
い
。
山
や
立
引
の
一
山
市
府
釣
は
、
他
門
流
に
杭
り
で
は
一

切
伏
川
せ
子
、
の
み
た
ら
や
、
引
に
山
派
川
に
庇
っ

て
も
、
川
刑
H

t
f
M川
は
収

れ
の
ま
－
h

を
全
部
は
む
川
す
べ
か
ら
十
と
し
、
先か十，
h
V

－J－
大
山中
正
示
品
一
附
に
於
て
、山
以内
F

’令忙
け
の
則
的市企
件
以
に
つ
い

て
仇
抗
を
ば
・
み
ら

る
。
一
↑
も
常
時
出
議
活
の
一
人
と
し
て
市
交
せ
る
も
の
を
比
る
に
、
州
中
将
帥
に
つ

い
て
「
市
川
町
な
る
川
な
れ
ど
も
．
間
闘
に
な
る
則
及
斤

、‘．

賊
の
出
ん
も
あ
る
」
と
、
可
な
り
HA
体
的
氏
、
例
へ

ば
何
一
日
例
行
よ
り
川
口
一
川
行
に
七
る
は
不
可
、
此
山
出
は
’
げ
し
て
可
也
事
と
指
的
せ
ら
れ

と
れ
に
ト
也
は
住
民
側
れ
？
に
前
ぜ
ら
れ
た
る
を
氾
椋
す
。
凡
（他
の
え
引
に
つ
い
て
も
可
と
り
批
判

、

、

、

的
に
取
除
せ
ら
れ
た
り
。
リ
川
叫
ん
も
凶
日
川
川
が
共
拘
定
本
を
卦
恩
師
に
守
防
作
山
せ
ら
る
k

刊
わ
り
と
。

む
i

川η
〈
州
射
仰
と
縦ぜ刷
会
則

的
K
削
待
針
を
不
一川
，と
セ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
が
、
た
と
へ
部
分
的
に
も
せ
よ
‘
現
に
立
汲
に
於
て
共
川
山
本
双
山
門
と
し
ん
か
組
の
民
撰
山
と

且
つ

「
今
且
く
此
一
山
保
一
紗
を
拍
く
」
と

山
川
似
す
市
川
仰
給
及
紳
本
仰
透
鈴
の
非
を
M
判
す

ブr,

T’ 



分
洲
本
休
前
及
川
脚
本
仙
述
訟
の
非
を
吋
析
す

開。

主
張
す

る
告
を
．
此

部

分
・は

可
、

、
、
‘
、
‘
．

紋
部
分
は
不
可
と
な
す
が
如
・さ
は

銀
北
一
代
叶
L
h
は
即
（
へ
て
ゴ
ふ
も
牛
身
不
随
不
完
全
た
る
と
と
を
い
ぷ
明

し
、

怒
っ
て
一
片
岡
へ
ば
名
を
山
本
酬
に
託
し
て
後
人
の
同
封
た
る
の
一
訟
を
な
す
も
の
と
い
ふ
べ
く
・
山
叫
や
叫
に
川
ん
が
祇
内
に
於
て
す
ら
古
今

民
間
の
袋
詰
わ
り
、
他
川
派
の
一
切
依
別
せ
ざ
る
相
伴
者
を
以
て
、
立
誌
の
統
一
刊
と
す

る
ζ
と
は
、
間
ゆ
る
「
論
未
決
の
己
前
組
鏡
に
立

つ
る
と
と
堅
誌
の
訟
に
背
く
」
（
仙
制
尻
町
一
波
ギ
）
で
、

恥

砂
わ
め
小
か
h
r
消
印
か
朴
同
r
b
俳
H

い
わ
安
川
沿
で
た
い
o
か

L
る
相
悼
法
門
を

百

ヘω附
馳
せ
紗
の
民
俗
に

／
倒
し
て
は
石
火
祭

千
以
て
山
誌
を
川
流
せ
ん
と
す

る
も
一
闘
の
似
飢
な
き
に
等
し
い
。
此
山
…
に
就
き
枇
て
的
純
明
快
な
る
僻
川
ん
け
を
仁
川
ふ
。

の
ほ
仲
ル
泌
絞
殺
同
日
大
時
以
・
似
第
六
／

十
三
械
に
一
ぎ
で

併
設
を
叙
む
。
」

一一‘ 

‘．、
．
、
、
、
．
、
‘
．
‘
．

次
に
立
引
の
机
い
え
の
仰
科
に
つ
い
て
、
先
づ
制
心
本
行
妙
の

。．．
 
。

．。
．．
．．． 

此
」
吋
地
一
山
千
凶
作
山
羽
：

十
市
川
，
w作
伶
三
官
す
陥
士

1

一
間
出
品
卸

一
〆
本
み
J

川，
リ
L
M
山
口此
，
凶
一
。

－
 

の
「
本
川
抑
制
峠
均
脇
士
」
を
、
仰

は

「

本
川

の
制
作
句
を
防
士
と

ηし
て
」
と
川
点
し

て

．．．．．
．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 ，
 ．．．．．．．．．．． 

忠
一
同
千
界
山
政
の
六
山
ナ
は
、
此
御
す
小
牧
を
到
す
致
主
を
穆
げ
ら
れ
た
も
の
、
本
川
ば
り
目
的
協
十
二
五
一
五
よ
り
下
は
所
期
の
本
知
的
抗
体
を
が
さ
れ
た
る
も

の
に
し
て
、
決
し
て
恥
ゆ
か

b
ぐい
L
r

岳
山
川
め
ん
が

mr
働
か
十
が
め
の

中
に
飛
び
入
っ

て
h
v
b
と
な
る
の
義
こ
ド

y
へ
ん
’
川
〈
品
唱
を
日
越
は
域
彩
主
と
し
て

H

i

1

3

v

f

ド
に

wuh佐
川
町
せ
ら
れ
、
本
地
上
行

ゐム
2
3

．、．h
t
J
J
t
p
九午
s

h

円

：

／

umuu
…MUω
叫
削
ん
い
サ
ゴ
）
他
の
一
般
日
述
数
Mm
に
て
は
山
旅
山
戸
川
者
と
籾
せ
ら
る
、
人

7
u、
「
此
時
地
渦
千
坪
山
川
氏
し
て
、
本
門
の
四
件
一
昨
の
脇
・
上
と

お
り
て
」
と
淵
じ
、
他
〈
ま
℃
も
仰
宗
主
体
と
す
る
本
以
な
日
と
思
統
（
引
い
ぐ
切
削

V
州
一
問
一
叫
一
山
間
一
一
ω
M
M
川
）
す
る
は
川
中
は
古
る
も
科
し
き

・火
持
法
な
日
。
治
し
淀
川
怖
に
M
H刊
す
る
時
は
、
山
本
作
曲
に
山
間
出
せ
る
上
行
日
市
油
火
山下
・人
が
此
仰
す
小
片
材
中
段
飛
び
込
ん
？
協
卜
・
と
な
る
こ
と
、
な
目
、
品
川
も

抜
人
約
釘
仰
が

ν
ン
ズ
を
向
け
て
は
い
て
内
身
内
山
い
で
飛
び
込
ん
℃
勾
さ
る
、
が
如
き
も
の

E
な
P
、
0
1
・
♂
ペ
〈
亦
憐
む
べ
き
者
也
。
他
成
山
月
中
北
引
が

仰
訟
は
ね
却
が
泌
げ
る
も
の
な
る
放
に
将
切
を
段
れ
て
は
働
法
な
し
と
い
r

・
中
間
中
川
叫
が
先
入
・ー
と
な
っ
て
、

V
H
仲
却
を
脇
’
T
－
と
ナ
乙
こ
と
能
は
ず
と
す
る
十
μ

主

ー

、r

f
－同
N
V

＼

x
u、
伸
ハ
に
然
nJ、
伐
に
川
附
法
と
ぷ
－t
、
法
し
仙
仰
を
山
下

J
z

f

d
h
刷
V

F

み
一
組
を
給
ぶ
は
、
n
M
れ
叫
附
法
に
非
ず
し
て
飢
法
な
り
＼
七

叶
は
さ
る
な
り
。

一
仲代
え
も
な
れ
ど
も
山
什
仲
代
的
公
ぶ
に
於
て
は
仰
法
山
原
即
日
・
が
か
の
本
意
に

然、
b
ば
比
一恥
・か
か
一
昨
必
（
M
川

r
y
m山
川
開
山
仲
間

mu叫
ん山
叫
皆
川
一
品
川
れ
い
）
は
品
川
な
る
や
と
い
言
、
米
中
抗
下
村
内
役
立
一
辿
火
山
丈

の
色
心
即
ち
大
山
一日人
の
門
前
件
御
油
叫
に
し
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
、
十
界
丘
H
H

一
念
一
一
一
千
の
本
お
と
出
制
さ
れ
て
、
仏
代
得
山
本
代
的
肢
凡
に
一
念
三
千
会
汲
ら
し

め
抗
日
一
う
た
も
の

な
れ
ば

．
．

．

．

．

．．
 

不
ル
レ
コ
－二
念
一
一
一
千
J
F

一者－一ハ
、
俳
ハ
火
山
叶
人
）
位
メ
二
大
慾
悲
J

一
一
防
法
－h
．中ノ
H
H
ノ
（
本
山
門
乙
内
一守
系・
J

此
抹
y

、
んυ
r
k

ソ
レ
懸
？
・
ぷ
代
幼
維
J

M

「、
河4
1·~ 

4雲
、.＿／

日
法
が
泌
を
収
に
日
以
め
な
げか
し
て
代
ハ
き
て
紋
ぞ
じ
し
さ
せ
給
へ

1
1
〔
れ
ぶ
股
仰
泌
が
〉

予
旬
己
心
ノ
大
収
不
レ
如
ル
レ
之
a
e

－
－

（
－
一
一
似
沙
）

Jτ＝＝＝＝ー一ー

（ぃ一・川が品川同庁
A
U

二

、

『

父

日

、

J
L

ヘ
日
山
勺
占
有
こ
／

与
と
4
8
9
、
此
与
の
抑
舟
山
え
を
判
什
H
比
す
る
に
本
代
ザ
は
会
〈
末

U
干
日
札
＝
認
の
副
代
・
一J
円
法
大
生
の
色
心
（
し
て
色
法
ホ
弓
削
川
I
」
半
、火
中
に
如
し
給
へ
心

も
の
に
し
て
、
火
山
高
人
久
述
元
初
の
仰
仇
り
、
白
A
t
川
身
の
御
前
体
御
一
抗
塊
を
文
中
に
山
し
た
る
も
の
な
り
。
放
に
ま
た

t
レ
k

，t

．、．
f
ん

2
3
1
r
r
h
r
h
u
－
恒
夫
送
付
九
日
ノ
己
・
1

＝F
m
4
F
，じ問中，
E
y
h

J
Y
2
1レ
I
1
wh
Z
4
U
辺
当
事

y
f
e

幸
司王
子
－
j
f
3・1
1・

ハ
本
命
沙
〉

本
品
作
ト
点
引
法
推
い
れ
ノ
行
滑
ノ
一
身
ノ
叶
川
作
也
。
比
山
内
H

批
，
山
間
無
妙
法
品
池
山
市
制
NJ
．ム也

首
辺
の
五
山T
は
中
央
に
時四

P
J
L仲
迦
な
す
資
本
化
内
内
初
出
阻
M
を
並
べ

1

円
い
口
女
カ
J
｝

と
も
あ

V

1
、
将
付
中
が
本
品
店
の
・
で
作
に
非
ず
し
て
へ
孔
け
い
－4H
、
は
畑
中
心
い
法
叫
桝
州
一
司
、
正
明
）
本
仰
行
主
火
山
科
人
が
比
一
法
主
で
あ
り
－
U
体
と
る
こ
と

れ
い
冷
刊
を
e
A
す、

meり
ド
む
リv
l
n
T
1
＼

2
ベ
し
（

M
h
r
h
m
h
u品
川

μ川
）
云
云
。
（
間
引
円
U
LY
，U
一
一
川
枕
）

．

、

‘

．．
 

此
仰
川
仰
に
到
し
て
小
ム
川
川
叫
に
悠
や
る
川
は
、

一
K
え
の
下
に
も
一
託
し
た
れ
い
と
も

）
 
1
 
（
 
に
「
能
川
矧
の
政
主
上
行
口
辿
火
山
干
・
人
」
が
山
ら

「
州
制
の
本
母
」

の
小

へ
飛
び
込
ん
で
脇
士
と
な
ら
ば
オ
人
む
民
仰
が
－
－
L
－千
乙
け

凸
田
駅
本
仙
論
及
川
本
的
妓
鈴
の
非
を
約
す

l引

，， 



で
あ
る
。
立
制
…
作

何
叱
に
H
辿
本
川
仰
木
符
み

と
い
ひ
‘
d

人
口
・
化
ポ
け
に
は
「
符
均
一
多
山
戸
川
本
化
の
u
J
i
a
e
L
n川
を
柱
べ
」
等
と
い
ふ
で
は
な
い
か
0

．． 
、
、
、
、
、
、
・
l

l

「
そ
れ
は
交
上
刈
円
相
の
ポ
の
咋
骨
一川
r
b
mい
い
小
ふ
こ
し

c
、
わ
い
い
ト
内
、
戸
川
小
－
川
二
、
．、

、
、、

l

i

a

－
－
－

E
l
f
－t
u
す
の
す
が
ト
刊
の
本

〉コ

2
p
－
t
i
’
a
e
l－
－

f
a
t

E
・4
H
巾
H
－

η
q
e’机－

K
仙
叩
ト

hr－4
〉
ヒ
て
ら
、
｜

t

b
y
e
－－J

ノ
－b
t
r
p－J
－M
V
J
J
j

卦
’H制

はム
川
常
二
次
段
刈
の
問
的
で
お

を
無
観
し
て
、

の
本
伶
花
が
成
志
す
べ
き
。
然
乙
に

花
松
，
本
門
ト
末
日出
之
伺
ト
ハ
一
一
川
－
－
沌

d
tヘ体〕
O
Bシ
皮

ht

・tハ
R
h，．

J

1
・
／
引
＼

，f

f
－
nn
．，
g
ι
州

1
H

、y
・3

・

JLl、
上
の
二
川
は
一
山
口
怖
を
川
じ
、
下
の
二
何
は
ル
れ
か
川
内
わ
件
い
い
給
へ

を
判
じ
給
へ
る
も
の
と
仰
し
て
、

山京
総
本
刷
仰
論
及
糾
本
仰
遜
治
山
葬
を
制
約
す
・

が
あ
る
。
文
切
に
「
作
一
年
の
似
十
上
行
予
」

mw
此
我
山
中
γ
の
向
山
止
に
什
し
て
、
仰
は

命
誌
に
非
J
Y
」

「

従

げ

山

氏

起

パ

仰

」

ム」
1

灯
式
る
L
M
e

刊
叩
々

・
1

・

7

J

’

如
何
し
で
か
文
時
制
心

四

行
去
の
け
立
削
じ
来
木
作
紗
の

山山
内
一

Yけ
1

こ
hr
－
ト
」

4
4
1
F
t
H
U

－－
d

－
a

－－
u
u
y
 

る
だ
な
を
．
下
の

－a，．K1
J
1
4

’’h，，
 
．．．． 
1
f

、，

れ－

b
！
6

ハペ
j

机
－c

、
、

・

・

・

：
1

l

何
は
日
山
一
点
、
相
釘
し
て
防
M
M
ノわ
M
叶い

111

d
 

＊、等
似！；、と本
木、仰 f:1ji
プフ・‘ぜ ,,{, 
：＆.ら－~
IC れ宍
vi＂て上
寸：：),1;. ...~ 
やる E~

0 J介

ノ妙
法
連
経
れ

ι
一川、
、戸
川
の
「
本
門
ノ
肝
心
市
無
妙
法
泣
お
M
J

－

｛

i

i
；

〈

司

，

・4

・目、一

、
、
．
、
、
．
．．． 

、、

．
．
．
．
 

此
均
八
川
本
化
大
山
ー
は
共
L
4
地
し
し
行
は
脇
土
で

f
－－－
l
a
yト川
－R
I，b
L
，r
i
，
・
ze
ト
・
＠
・
・
・
・

4
A
f
q
F’
yr
ォ・りけ
p
，H
毛
；

t
印

門

’

f
け
よ
ψ
ト．
卜
7
k
r
r
，
q

i

r

f

n

h

－

K
X』
4

H
ド

！

、‘
．．． 

‘．
、．

‘・・

・・
l

唱ム
幅士
l
、ぺ川．
4

．ド
E

仙’e
、．』げ’．，一川
i

、hι
－－i
、i
μ
μ
い

‘
l
，
’
〉
！

1
l
』
，れJ《
，一．．．
A
イハ
W
hム．．
 
f
 
う

、．
．
．
 
、
、

－
－
－
－
 

－
H
（市

M
－n辿
ば
山
山
一
部
げ
の
・
干
二
ド、
あ
る
。

山 、j’F
J＜‘l外：
染、

「
辿
門
十
川
H

川

己
下

と
却
し

c と

コ，

Jt: :f. 。
Ni・ • .fl I 
イ・I"、ン
の.:':! 
木、 JI)~n 11・；1(J
2 の、ー「
~·；； ry~ ・ ：－＼＼！.
・fAく＇；・－，（

J~~ J!ll < ~~： 
q1ち八

所
化
以
予
同
休

7

示
し
ん俊
民
に
之
を
一
止
〈
行
必
の
己
心
に
従
て

此
レ
即
F

己
心
ノ
三
千
八
～日比一二仰い
J
fト
川
也

結
び
。
此
ド
戸川HV
文
一
同
組
心
川
知
の
十
平
年

に
氷
山
・
必
山
之

rt"t 
本

tiい品 I")

~－＇、 1»f IJ j: ｝ミ
ヰみ’月ひ：
τa f 巡1
~~ ~f. } I 
？一、ノ

イ ~~1 の
:!,'i :;J: 

・υ休{1~ A' 

；~日五

仰
九
州
文
吟
町
四
市
一
＋
一
等
E

－小
’付
に必

之↓
何
．，『
円！；. 
Jt 

... 

J‘ 

{ 

.... 

" 

宗
飢
本
仰
論
決
一
刊
本
仰
民
約
の
非
を
約
す

‘．
、‘
．
、
‘
．
‘
，
‘
．
、
、
、
、

．．
 、
、‘
．

ひ
な
が
ら
‘
而
も
官
設
は
脇
士
ど
こ
ろ
で
な
く
自
ら
本
命
の
主
体
に
問
り
済
ま
し
て
．
自
ら
の
色
心
を
・
れ
し
た
も
の
と
な
る
矛
町
如
何
。

、、

切

に
本
川
の
ト4
・
与
大
H

川A
ぃ
公
維
は
、
ん
一
以
似
が
始
め
て
山
間
彰
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
・
山
－
る
か
ら
、「
口
山
泌
が
魂
を
染
め
な
が
し
た
」
と
も

「
己

心
の
大
事
」
と
も
一広
は
れ
た

ω
で
此
に
は
川
県
行
一誠
は
な
い
。
然
る
に
共
一
i

己
心
の
川
点
」
「
久
法
パ
初
の
日
交
川
内
と

な
る
も
の
は
、
詑一人
、‘．

あ
っ
て
始
め
て
行
る
に
か
十
し
て
法
附
本
小
旬
、
制
ゆ
る
「
本
地
難
川
山
，
不
川
心
誠
ノ
一
法
」
（
本
法
え
は
よ
・
州
）
に
し
て
、
Hι
れ
正
し
く
、
木
待

．

、
、
、
、

．．
 

‘
 
．
．
 、
‘
，
．
‘
．
、
．

の
叫
休
で
わ
る
。
取
ぃ一
組
は
此
九
町
一ぷ
似
し
て
小
平
行
に
川
知
杉
せ
・
り
れ
た
も
の
で
わ
る
υ

即
ち
法
山
本
市
・ト小
川
也
知
忠
，
不
思
市
一
法
な
る
「
水
仙

．‘．

、‘．‘．‘
．．． 

、

、

、

、

．

‘．

‘．
．
．
 
、
、
‘
．． 

‘
 
．
．．

．
 、、

本
日
出
」
は
川
則
一
の
本
命
の
川
凶
作
で
、「
本
恥
山
本
化
大
ゅ
よ
人
」
は
能
矧
の
場
仰
で
あ
る
。
本
的
リ
前
副
の
手
川
と
刈
出
一
の
砧
休
と
ι
乞
出
航
す
る
と

、
．
、
．．
 

と
央
れ
。
而
し
て
引
川
叫
が
此
「
己
心
の
扱
M
」
た
る
‘
そ
も
何
臨
よ
り
作
ら
れ
た
る
や
ο
外
川
和
ポ
は
日
く
泣
く
、
之
乞
門
設
相
ポ
に
は

、
、
、
、
、
‘
．
、

、
‘．、

、
、
、
、

．．．．

．
 

、、．、
，

、
、
‘
、、

、
、
、
‘
．
、

．

る
に
、
円
山
川
百
川
巡
回
山
本
の
符
訴
の
久
法
所
詑
の
門
本
即
ち
「
本
帥
本
法
」
（
バ
ー川
）
を
、
火
山中
人
が
内
ら
七
併
し
体
時
し
給
へ
る
問
に
現
前

し
‘
そ
の
一
瞬
に
於
て
「
出
依
泣
告
」
の

「
本
館
本
化
上
行
」
た
る
円
先
に
法
せ
ら
れ
ん
の
で
、
と
れ
縦
烈
た
る
い
併
以
で
あ
る
。
そ
れ
師

、

、

．

、

、

、

‘

．．． 

に
本
法
必
川
の
い
机
谷
川
刊
日
ぷ
に
よ
る
本
折
、「
辿
伎
泣
刊
」
で
－
b
る。っ．
J

北
川
山
知
山
本
仙川
トド
訟
・山
つ
て
の
ト
に
い
℃
・山一
ω
、
何
山
に
叫
に
日
起
が

本
州
で
本
仲
悼
の
一
止
一
体
で
わ
る
と
の
辺
町
・
え
泣
・
奈
川
ゃ
あ
る
（
M
Lコ
川
公
一
仰
い
問
日
一
公
川
河
川
…
ぃ
γ
州
問
一

mm川
山
一
一
一
日
仰
い
な
）
c
ル－
V

H
W
砂
恥
ム
い
や
…
骨
川げ
か
が
．
久
行
山
T

．h
l
の
ん
い
山
一
札
此
恥
ル
＋
v
bヘベハ一階）
を
帯
情
し
、
口
栄
作
ル
一
心
現
住
北
・
バ
羽
減
、
三
甘
い
九
品
川
法
制
仲
間
泊
し
て
、
臼

〆
－
，
M
M
R

、

t

白
悲
削
ぃ
ハ
或
一
ボ
現
し
、
約
一
m
M一
則
一
の
利
一
知
を
企
る
、
そ
の
「
名
字
不
川
、
年
紀
十
ヘ
小
」

、
判
定
の
名
批
乞
以
て
一
掛
呼
す
べ
か
ら
ざ
る
よ
り

一
，
無
作
三
分
の
む
一
批
定
市
無
妙
法
必
謀
総
」
と
恥
し
、
七
千
U
て
本
仰
を
一
ぷ
す
。
仰
本
却
は
討
に
此
無
給
久
泌

ω的
…
作
三
身
の
小
小
川
科
’
呼

‘、

、t
t

，

、、

の
全
象
を
川
知
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
此
に
本
的
時
妙
に
は
北
本
的
（
ん
山
川
）
の
身
土
砂
一

災〆山山
U
A

川
幼
～
山
H

巾
作
，
時
止
す
。
仰
臥
a

過
去
a
E
fか・
b

一叫セ小市来
z
t

・小
レ作ドいい

．、

と
科今
し 1>:
J1i II与
に.，；
;/ :£. 
を誌

に民
し

l1tl 



電ょ 『 ....... ー 司自肝ー 句ー司哩甲胃~雪

~~ ！空白：でなに の 父 ！と税 tp f:•：：：・は 官m'i rn 、 訂i 我 ヰ？弓：：.・ば 1ii'1・ n で n:1 、 ~L 述 久 文、と
安田在雪 べあいは 「 が教のつ 然 じ 11~ Jす 若ゆ等 i裂が 、 とめ dう絡l・-f 法 j主 上、立「「
す ）.！！－LIt立ちlたる 、 主！ト良子主 fi"tl てるて 来也L_ 。 し る l注目 向。事jl 裂・ lζ る lζ 、 J'，ょ に とて文 文

~る似ll－~ の？ 文、 。そ利・監よ f·i~ ψ ＊• i亡 幸：；i ＂＇.宅天 ‘ τ1・0 ，，，とは。抑制、周寄 ":l l 向上 f’』－『、・誌－~~ ;;x_ ....人也氏、父才I, ：；：，，；： . 」 りを吊似）l• 、誌の 「 型 ：：：；： 庇敢りてイ本；Jj;・は f¥H・此心心・沼せひ : fi:J.! ti'< 耳IL本 ｝＇.正を 1!.f)!l'1三 ；m. が此 f!l~、 でそF、・ 3ょっ f(- _r ~－位 行税・1定 交でて『品 。Jト し 五、殺はを τわ泊：心持｜ 本r・・ 法 … ) II IC 』 :l.C: ・,F 主犯の
和ti制Ii 必しA ・7心.1f，：を J)j・あるり ；；｛ 11：、得；行 －－x・ .,,. 

fi（ あ -j_'（ 日がか・法・ 主 世、入敬、示 民.iit ‘，~~ I 
倫 問 てニ法ヂの・ 純「 1.·~＼・ る迫給」世・ の者・ 己 日 ti虫り m延焼ら・休・二、 l除、せ相・さ法・と肱 司＂'Ill、

可 見ι斉 唱非a 女＠ γ な~ ~·： と 王I~ へで ！［！t ・ 玖」身今：日 心牙11 立 lf,!.'＿れ然a。は、大i/if.、ハ，）：・るを ~ ！， J＼！.・百・続法 ri111
市＼I果 ：r・'&1i企勺也、 ~~寸炉、 いか ぱ あ 1•Jll 、 文 を の科：の の削の入るい・ J[lj. 、Lを帥た周、ふの 江 本手引・寺：；＇.（....いJ 一、ぱ 1J: till.いよな ・ ると K Ht •J'I· ／.、 主fl 'tt と 文の て・ち・法、・ ~ L る週、は飢こi’t 宇 世Ii選 の・たJ 治山午、ィ・川iが、茸いれ ‘ し 同し 必さ芥 間 上 ご・－：{I！.＼ イ・J-o f 1i］• と 4川0干、氏rー寸( サコ も 三・文・心 ｜ ｜ 述

Jロ ノJ、 ft べ、 、 "4~：・とは末ギ1・険 i：~： ら？ 竺； 史、 －~－ぶート を 0 11.附て己た也 ・づ J よぷ交：散る l泌。じ・ . ( の 会M，切' 
の ごと し~.~谷、 市と ＇N~、「 叫よじ拾椛文 0 i~ 11 IJ 所応』 Ji)j" せ ‘ し 7ヘノ問、と ・ 立・ i.'1f法制t の
~，，と 、 めA 1-He>い.f:吸いのv符だりてて iζ 行 :II: ;/j; 、デ 古が平文咋以ら担、 て語、 ？・•； IIト ‘ イヤ と 必桁 l舵 ill; 
を 本、 て＆ の＠ て、 でふ Pい惣 Jt：も lW. 去 i辛子：~；~ ~ 土11:. へな税咋はれだ‘2 H：向、白をのれ :fS：：店主 を
剥｝ 録、はLI.,.6? ~.く、 争の似｜；・ょ f』大のら%＼ ぁ絞’今 E ぱいの訟 nキ たわ持 τ： 1川~ ！か 己 芯 ~'t 今 ｜ ！ 斜す 竺やIf！~，： i-J:‘宅ででり fモヨ［仰ん 111! るを持て 0 ::r＼： る機も世、 成 l~I ・ に のかで 11 )gj 劣 す
tl: J.:lLI flミG下、 ああもがのイくと P と 叶・ー：混 は f11J ~·，. 0 がの と 仰て‘市あ妙れ 、 ICイイ〈 ぬ t去肝 ’R ’～ ． 宇・ IYJ I 

v を・然具で末、せ三i、色る 色妙 た抗出_, 企~ぐ ｛＇ ・ 元三るる大末、日 芯ー すし とカI[; ~＇よ
ヨ三井か＂＂＇？..刷。とヨ工法、：ill でるて は 妙」切

ー

11¥1; ‘ るる 1b 1.t . し~. －~ペ や央れ
休 埼勾、σ，：かが木、云なは」はは 、 ヰ工 法待旅 II、 車lト l亡 かる と め末、ま沙主待休合心 i四・も 批ぱ
ときい31.t、Jいド！；、ふ 日 と な 、 J旬、の Bl 、 生 ~・ r:月fit ら 、filt・ 、 也山、－...＿.... も l亡 的・不を た の法 ・ 「 IJ1; のρ 、 ・・が芯：；涯泣いい湾、弘、ー ヨ作品

や似｜； す 11 でや•f I陀。必のとの観を苛相jf~ る r. ，.－，、・ 11 
い る 此 あう 校・鋭、f.} もで心文、ニ，也三円一、 、ウ で L_ f.むふ o n ・ 刊 ． へ主・：~ T )J I]• 

殺はあん析 は IJじ 4、2・6・ .I.
;_;0ゴ－・ 、い 主君で~；，＼・ら ・ 段、 三と ＜ L の、 の義るし具、の ‘詑 上・ 相劣

し r('i ／..）＂＇ との・かな干下千i;・ l士み、本、の、千イ－ ：：）＇て み‘ でを。てれ、 ぉ r~ ii作入託、時 血τ再Jし謀、らいは L な lζ 似l；・ゃを之 σJは た・ あ邦 M• H谷・問、め f号、ぜf ・[if：し相、もと
店ば心・A て（：：11、木、 ’0 ＊しのい，IJ.I，の r:1r・！IJJ I包 fl ら、 るえ ~1やヲ：；・ lてい、のの て とのし
るさつム「 ・ frド父、た本かへ「目喝ド、文 」 ヘ J羽辻、 ん‘ 。マf I主 が~~...はィ・・ r~r 0 llJといあて。る山I• f.1 1 C ,If.・
て.'I :u~ 1.＜・がにも化 、Wl Ml ・ ~L のごが 子、 ）＇，： 之 ［1'i あ ~1\ o －；子、必惑氷結ひる文

泊、が本（！. 1~｛ -t;.作凶のイ＇ .Jl: f:~li fむをた行 －r- 弟 し上ちつは・ L’t去、今が を 。
中u.!!JI よ）：λ i'.:.｛ 士、ぃ、 ~ 山－r:・仁’f介I Ht: ‘ ~，， r’ i.U ~~ -h・の子 寸・・ 手＇.（ -.:c にて ＇｛＿。τ ／｛、Jlj¥ ＊＝・1＇.トそ l!ll hピ
丈、と のム 古いの h あ（イj、も －；1; iζ 込！と仰 W! rレ I' J fl・（ IJ本・た法J二一.'. ;: .」 上・るれち Wl
f_ • 'l: ！~LI 占千でさつイ£り・ 「」所・ の！土心ぷ 二、 の n 劣もら 古川 犬、と，....－....1'1li・ををギlτ 心
やn:,,:1 ヂ；：.；：：小あ ，11<; • てがIi m；、＂＇＇＇ と弘、油、法也 守、 'j¥l J.11でよ・ flt(I：科、し外1・』ト :..:c・チ1 i止を
の~.＇：乞a 』 L い 、 ／，.，と 、でが 11 名・ ）町、 村 ~I)• I”J L; Ji 丸、古：；mは 0 8·~· 法、 ・flfl;の、 fl¥.1i：十，；1；一
そ＇（ • I花め たの、。立、 ik は fiJj・・ll1J :l~・ ￥Jl ・ でし で又 に・ を心なイ11. な＠と宍 ＂－（ fH1・秘カ：が内
五：咋立（！.｝、；、l十父、としな付、f・1・ IJ、のあてあ本 校、 力1（・をいしる・ n本も Wl‘心、 . ）ぇ

応1 匁 11・j －~－レ リ「 、 ー ど？ をていの・の 給、木、ろや、るゴラ ' /j; • E氾 iゾ． 、 ~w：・の・ しイヒ lζ と :::t: ・ ~..；~ 11~ 
［司;i,: r:111・lrlf ft-＂＇ εh・；治行本、 」似｜；、J：ふ、似Ii. 0 iti!l、 。紗 行、 せて山地＠み・て lこ日 l!fl 云 HルーI・Iと Jill と せ ・111:1~う ·jtド ，，y~ JfJ. 似Ii・がよ l土庁、と をi1Ji の .x・、 る越 m:i はで、日I］ ‘ しふ 「t'-J • 1•JI；と

す よのaるの・がせは「り 、手lいn jけに「 -1·~·、 ri克 lζ し 6や；(iij あ下千すj・ t て のに I＇よる
る 。入。か木、子、ね（1:.ll!i：劣、イ1：の・し しよt 己 己． 心心、 イι1：：て とる》 Ni ~わ－－－「「；、、『＼．、、、i‘、、、．‘二． 
は 法a ら 1'il；、を If ill：・我つ ・111：倣・本、 たづi心 ,, 心、 を ，.；.；： はる。結。 :/-.: . . w.. h'f.) f.!i 
可 を企で が.1・了I J夜、 月j~ 、 ー て Olt で i.'1 ・ 7l: fJjl ~ イ4・ 立にな‘休総本~ 氏、 火、 のしる

~fjJI!. あ Jト か i::i ・ 4店、 人何卜~I；ベの・ r;: ~~ 芋 付ll • つ分ら末、の せ 化 十、Eト大 、 lζ
~ · へb る除、ら 川、仰；・3 うは手 ち での Jl ＊‘ る’｜・：tj な法、 ！ri］ • し之と界、 ！主我叉試
！？ でA ？右足、しにで匂と λくまで 休・ は「パ ゴ~！：、 がすいやトヒ。む を もの、文、の慌に
－ iまa鳴 の・めは ・ 九ら t.h をと な本生 E司 ：出・ 如 、 。袋、 き・ 。 JI問 、 い大・上・ 先！~ .r.'.i. }J!. j~ ・ h す e辺、 ろなイく些ぅ f•t! l'J. し く給品 iζ、 き此川 iζ 所 1'i'J. 5主・ふ状、を lt.fi有へ
.l';j・ らはるルのら法 ι、似｜； て 、と !_ 孫、 は lと t↓1は以 l亡 ののの、離 久 的



b

不
肌
本
仰
論
品札制脚本山仰
法
論
の
非
を
約
す

l叫
，、

l

i

－－ 

．．

．
．
 

、
、
‘．
、
、

．
．．
．．
 

んい
LP併
と
す
る
は
不
可
也
。
た
め
いr
b
h
w小－
b
い
わ
此
ベ
本
仰
本
法
の
本
命
」
九仁
比一か
レ
な
泊
し
て
、
以
て
末
法
下
柿
の
致
、モ
・
導
川
で

．
．．

．．

．．． 

、
、
．
‘
．．
．
 、．，

‘．
、‘
．
‘．
‘，
‘．

‘，
！

b
qr
で
断
じ
て
本
仰
で
は
な
く
木
村
γ

の
魁
休
で
は
な
い
。

仰
は
M
人
「
や
小一
昨
Ar
作
ル
ヤ
は
昨
いか
な
る
を
以
て
や
や
山
げ
の
作
泊
点
怜
完
も
あ
る
べ
し
。
ぃ
r

h

広
肌
門
松
山
り
ん
引
ヤ
は
わ
巾
山
門h
w
U
H
止
に
し

(4) 
て‘

既
に
榊
力
別
付
の
山
引
に
於
て
本
化
上
行
に
末
法
下
問
の
大
任
を
委
托
さ
れ
た
る
上
は
、
相
心
川
k

枯
の
花
に
川
？
と
」
一
一
パ
へ
ば
J

一－f
n

蓮
が
本
仙
、

制
作
抹
は
恥
迩
也
」
（
川
川
町
U
M一鋭）・
I
・ぶ
。
然
る
に
恥
一ル
は
や
ル
件
仲
が
「
泣
佐
川
凡
北
内
」

さ
れ
た
本
化
トド
併
で

b
っ
て
本
仰
で

は
友
い
と
と
よ
述
べ
た
泊
り
一
一
一
引
い
し
，
収
容
か
ん
怖
か
料
州
わ
』依

ど

し

℃
、
行
め
に
立
の
人
持

品

よ

生

る
に
烹

っ
た
の
が
、
山作
山店
内
か
一山
口
川
仲
介
ゆ
で
あ
る
。
此
，
小
高
大
に
彼
・
の
U
H

か・
γム
H

仲
介
が
、『
玄

RD
の
弘
正
以
内
佳
作
の

X
ム川
大
川
の
十
一
惚
の
「
山

北
に
『
止
視
』
の
「
一
足
己
心
小
川
行
沙
門
」
の
下
に
、
「
烈
迦
は
他
－
ハ
ム
川
根
身
・
法
京
は
共
同
誌
、

大
川
は
臼
え
川
叩
身
・

三
川
は
兆
一
川
ベ
凶
川
正
硯
n

墜
法
刊
唯
一
等
」
の
山
吉
川
じ
、
H
4
れ

古

川

政

の
邪
d
J
J
J
J。
冶
H

一
秘
書
同、
正

し
く
向
付
砂
和
市附
和
小
で
－
b
っ
て
、
恥
い
砂
は
い
必
十ゲ
か
と
し
て
「
泣
山
氏
泣
古
」
し
め
ふ
導
川
で

b
り心
、
山山
・λ
て
山
小
川
開
・
本
附
本
件
主
は
た
い
。

解
仰
安
」
及
「
玄
阿
川
法
川
州
立
」

の
下
、

叉
削
は

．
，
t

kf

の
年
当
、
、
小

l
J
1
5
1
5
，
（
附
に
よ
れ
ば
ま
仰
円
建
）
d
l
、
ド
（
U
A

附
に

「
本
山
門
下
沙
九
州
八
、
和
訓
紗
－
4
n
，h
，峠引を持品

4
I
、
H
H
込
者

TAF

；
f
坤

J
d
v

，f一
げ
よ
対
抗
十
和
戸
山
内
行
む
り
と
一
五
・
五
」
F
1
－刑ケ・み
れ
ば

妙
法
必
車
川
市
川
付
松
川
一
川
法
判
山
川
川
J

の
脇
士
と
な
り
ゐ
る
こ
と
ほ
Ht
に
刈
明
す
、
何
山
仙
に
将
校
fv
本
仰
と
す
る
殺
し
ス
あ
り
や
、
洲
町
川
名
し
と
織
も

し
れ
れ
リ
れ
リ

h
u
m
u
h
h
u
ぃ
u
r
w川
i
ず
、

Z
E羽
目
し
て
科
せ
よ
、
主
妙
法
泌

Z
Z仰
（

出
品
川
棚
日
）

2る
貨
の
迩

仰
な
る
ζ

と
別

γ
、
何
山地
に
料
怜
を
本
一
仰
と
す
る
筋
あ
る
て
さ
れ
ば
臨
本
一
帆
ふ
な
ど
古
川
は
述
州
内
A
4
U
H

－
H
本
山
内
の
働
法
に
は
純
一
き
所
た
り
－
x
・ぉ

＼
同
ヒ
川
プ

／脚叫以訟、

τ

‘．
、
、
、
．

‘
‘
、
．

出い
山
知
か
か
り
h
d
h

v

仲
ん
い
化
…
ル
V
k
m
仲
と
す
る
時
は
、
仏
w必んか
m
伊
山
川
）
妙
子
ル
川町
ん
い
ゆ
ゆ
な
ら
工
と
は
川
ト
仕
組
一
H
O

山内リ勺
に
小
川
－
相
即
本
休
述
川
淀

r 
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べ
mmげ
た
と
拝
す
る
我
山
寺
に
は
、
仰
と
金
く
正
反
引
に
寸
前
旬
…
妙
法
蓮
恭
佐
L

は
山
中
間
搬
の
符
待
り
の
本
体
小
平
帥
で
あ
づ
て
、
日
正
本
・
仰
・

、
、
、
、
、

．
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、

、
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凶
作
迦
多
～
品
川
一
巡
仰
の
主
は
全
く
比
え
な
い
。
そ
れ
は
「
本
一
年
紗
」
民
主
ノ
一
人
必
三
，
1
本
州
総
附
胞
の
よ
・
旬
の
依
川
刊
を
－
不
し
て

と
い Jt:
ひ本
年

三 t~
Jt：、fイ4
1も1・J
説、 .｝f:.
ιコ・＝？皆、必
而刊；
I ス立：

モ」｜；
NI:. 
・U!. 

如
け
一
句
l
f巾
か
ハ
行
サ
一r
A
十
余
年
－制
…リ之
、

u
v
ae
；
i
i

，
〆

八
年
之
川
仰
い似
千
八円川
一丸
山
・
此
ル
ル
〆
仰
J
W
U川
）
治
日
代
川
1

・・止除一十
1
1行三一山
川中，州一
、米
混
入
〆

，免
U
A
T

岳
、

－－、
b
H

内畠
L
l
予
L
L

，，h
n
y
e
－内J
r
j

司
、J
ム
l
t
！
t
ヒ
下、。

J
A
U
U
－ι
h
d
u
’
M
H
，めい－
n
Lノ
l
z
H
ド引
M
d
m
h

と
・川
卯わい一川
H
M
本
側
仰
木
行
で
、
ト机
v
h
F札
W
和
小
ん

VhrrmV払い
心
a
M

ル…
レ
o
拙
い一
」
トト
化
糾
什
の
間
一
州
一
一
日
K

（
決
か
ガ
’
t
）
の
牝
机
を
明
し
て

此
の
本
丘
及
本
川
の
白
川
の
作
此
を
定
め
‘
絡
に
い
以
来
一
部
品
川
に
本
川
は
作
正
一
川
一
辿
北
ハ
に
ぷ
法
行
正
の
よ
を
止
し
、
進
ん
で
次
サ
一L
一米
日出

と
の
共
和
に
一
－
一
日
放
し
て
即
ち

・
在
世
ノ本
門
ト
ボ
法
之
初
1
n

一
日
＝
純
附
z

（
川
）
。
但
シ彼
“股

＠
此
A
M
m
也
、
彼
ハ一

円叩
三
小
・
件
初
出

N
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と
、
校
京
一
杭
肱
円
川
一
必
の
加
の
卵
、
り
を
判
じ
給
う
も
、
記
も
抗
日
出
休
の
除
劣
は
判
じ
給
ふ
て
わ
な
い
ζ

川
γ
ソ
佐
山
内
｝
の
如
く
・
仙
丸
山
花
サ
い仙VhM

の
永
の
制
心
流
入
せ
る
肝
ベ
た
芝
町
一

円川
二
小
を

告
い
て
妙
法
五
千
と
幻
し
．

一仰
い
パ
ー
別
付
の
一
ル
休
と
し
て
‘

4
p
 
．．
．
 
、
じ
こ
炉
心
作
札

4
f内
カ
，
4
1
1万
回
・

4

－－、ト
K

－’」－、
hμ
可ノ

ノ
，
叶
4
・U
1
4
4’何
a
U

「
む
使
円
以
刊
」
と
し
て
此
の
本
法
乞
弘
一
辿
し
給
ふ
「
心
小
川
ノ
肝
心
市
川
川
W
H
叫
ん
辿
ぶ
れ
」
で
あ
る
＝

故
に
し
父
に
門
く
、

－f
k
在
じ
也
U

J

〈
rus
主
wuy
－7
2い
A
V日
ノ
ヘ
本
化
山
内
世
山
に
作
叫
す
し
J

i
－
H
J
；

f
，
2
目、ぇ
ι

7
1
J
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H
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uト，．、
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F
f
・p
・；川
t
！レ

ド

2
2人
1
1
ヌ
」
ノ
コ
1
C
5
1

h
ル
＝
ヨ
l
；
／
て
、
久
山
肌
刊
引
体
内
門
司
叫
」
3

．r中
n
u
一づ
4
1H
uebT
P

－
ρ

ノー＝
J

－H
1
4

ゾ

7
・
停
－
；
E

T

リ

・

＼ドト
レ』こトリ
〆

：
以
訂
妙
法
起
恭
い
れ
ノ
「丸
山ナザ

（
W
M
引
f
）
令
い
校
日
一
山
（
セ
闘
将
ノ
衆
生
一
h
T
此
純
文
，
治
使
円
以
小
山
内
如
何
、
が
へ
川
ず
け
；
川
依
也

o
f小
平
門
，
川
依
山

地
拍
子
m
外山
h
A
法
品
目
白必
λ

可
U

山
現
す

今
ノ（川）
地
使
川
通
告
内
地
川
也
（
mu
）
J
八
寸
末
法
ノ
初
H
A
此
昨
地
泊
五
口
融
始
ァ
山
＝
現
証
一
、仙
以
芯

山部副脚
本
側
論
及
帥脚
本
仰
溢
諭
の
非
を
糾
す

問
4二

， ， 



叉
問
削
除
二
府
の
本
的
日
別
立
す
べ
き
迎

H
何
応
と
か
あ
る
。
今
本
字
釣
の
小
ト
ト
L
I
1
4
8ぷ
L
i小へ

ι反
共
に
ボ
J
ト
ト
、
ヘ
ロ
聞
と
J

与

l

i

f

－－

p
m
t
uベー
l
f
j
J
十
l
f
一念
－一－d
寸

」

A
N’r
d
k

と

」

み

M
W
叫
に
じ
ル
ノ小
中
日
ル
恥
ル
心
砂
山
静
ん
（
制
御
）
ル
ル
ド
γ
恥
（刊
糊
）
わ
か
わ
恥
ト
、

nyrhUHル
ノ
ゃ
ん
仲
’
広
わ
凡
r
h
h
・
ル
ノ
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ム
が
い
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肱
仰
と
し
て
抗
て
去
ら
ん
か
、
－本
化
心
附
た
る
烈
叫
の

「泣
使
泣
小
川
」
・
「
川
ぷ
，導
川
」
た
る
汗
恥
ル
ル
ル
か
ル
ル
ル
ト
ル
か
ル
ム
旬
、
ル
ル

川
山
村
川
付
の

U
訟
を
…
水
法
に
辺
刊
下
川
刊
す
る
に
そ
も
何
の
が
郎
介
わ
り
と
い
ふ
や
．
川
丸
山
し
京
訟
は
下
日
刊
の
時
ね
な
る
が
故
に
下
舶
の
以

主
た
る
久
辿
元
初
の
川
交
川
本
帥
取
引
守
口
必
乞
本
り
の
主
休
と
す
と
い
は
ぱ
、
ぷ
訟
に
も

M
M・
の
二
い
怖
い
わ
り
、
削
λ

パ
は
打
即
比
三
ハ
伶
札
ん
H
必

の
於
に
本
り
を
一
校
く
る
は
勿
〈
州
什山
花
わ
り
、
耐
も
ゆ
一
級
に
本
。
一
代
別
の
一
．
北
川
市
民
同
く
叫
ん
や
ろ
を
如
何
。
バ
x
m
h
へ
の
本
り
は
枕
然
即
此

の
J

ば
に
枕
総
本
昨
な
る
べ
し
、
然
る
にソ
川
慌
に
下
何
本
品
与
を
I
て
て
町
時
附
劣
を
い
は
と
‘
本
作
に
二
開
を
だ
す
，
O
F
－
と
に
な
り
、
一パふ

山
川
の
下
州
本
州
本
詳
は
防
総
山
政
の
…
将
に
は

一
時
的
似
立
に
過
ぎ
Jy
・
先
K

N
ハ
て
花
一
だ
ん
川
、
併
に
刊
し
む
。

陶

U
人川
川
は
‘
本
向
付
鈴
村
山
文
の
－

e

ぅ。。．

不日常剛一
一一

念
三
千
サ
者
三
仰
起
U

大
慈
悲
一
hU
仕
点
字
袋
J
門－
一一義
一
此
J

民
づ
A
h
v

’
懸
計
京
代
幼
紘
，
何一。

之
「
仰
」
を
大
山
正
人
也
と
一
日
し
づ
妙
法
五
千
」
を
訟
に
本
何
日
の
一
訟
と
山
せ
ら
る
（
州
ト
仁
川
役
）

k
も‘

H4vZく
杭
・立
組
立
を
川
け
て
い
川
ら

な
い
。
十
一
刈
U
M
仰
力
の
れ
な
及
本
h
M
山
川
心
の
ん
ズ
は
「
俳
」
は
久
山
川
村
立
に
し
て
‘

H
H
U川
b
A
W
・
仰
力
付
出
力
え
の
「
即
時
hm円
上
一
行
写
」

之
仰
で
、
「
妙
法
日
九
円
と
は
い
一
山
北
川
の
凡
いな
・
脚
力
別
付
の
「
川
仰
の
必
日仏
」
で
あ
ゐ
と
と
は
作
文
分
川
で
わ
る
o
比
の
「
h
r
L
m
「烈い町

病
背
心
川
川
小
川
」
の
大
慈
悲
は
、
抗
山
政
帆
討
の
一

u
m
二
小
の
事
の
一
念
三
千
の
珠
乞
、
品
川
町
良
款
の

ω法
バ
ア
恥
仰
に
つ
L

ん
で
い
れ
訟

幼
杭
の
抗
告
を
放

A
す
る
泊
め
に
．
川
刊
に
本
化
上
行
に
付
制
し
一
托
山
（
せ
ら
る
。
久
成
川
什
叶
州
は
川
た
り
、
本
化
－
k
t
f
士
心
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卜
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よ
t

代
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E
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本
行
蛇
口
…
陀
迫
」
の
本
凶
妙
‘
久
成
仰
与
は
「
我
一口
成
附
巴
来
兆
一大
久
述
」
の
本
川
市
防
な
り
。
而
し
て
本
作
は
此
本
側
（
円
山
い
）
本
川
市
へ
…
小
川

、ば
中胤
へ
の
七
山
十
澄
川
J

，F
3・
臣
、
：
：
＋

に
掠
れ
ば
拙
陥
没
の
線
迦
」
具
足
の
本
仰
の
金
象
た
り
。
川
辺
れ
即
ち
世
待
が
L
H一
吉
川
時
一
点
の
常
初
所
設
の
・
本
法
た
り
。
放
に
加
古
一組
は
‘
仙
持
政
が
「川本

出

mm本
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脚

本

側

迩

論

の

非

を

斜

ナ

吋

九

・〆 司．

” 

〆

‘E 

の
問
依
・と
し
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現
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円
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ノ
前
伎
の
矛
市
如
何
。
切
〈
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脚
力
別
付
の
上
は
、
ぃ
一川
口－K
本
仰
白
身
一
切
川
消
み
や
化
社
枕
帥

川
悼
み
て
、
付
似
b
L
F
X
け
た
本
化
上
行
け
珪
札
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何
本
川
仰
と
な
っ
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に
代
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と
せ
ん
か
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仰
の
「

M
’
川
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悲
帆
’
一
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今
此
三
兆
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の
全
ズ
は
匁
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し
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な
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U
人
却
し
円
ら
本
仙
作
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仰
向
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河
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開
係
を
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給
へ
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u
叫
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せ
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仏
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仙
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．
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・
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さ
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出
幼
稚
で
n
A
J

地
川
千
界
出
現
d

・本
門
ノ
将
待
〆
竹
川
口
脇
士
↓
、

問

nM叫
抗
ノ
本
一
サ
可
り
立
山
此
副

と
O
A
H
同
に
知
る
べ

し
、
本
化
本
的
ト
一
行
日
誌
は
本
一
例
本

η
の
始
刷
出
主
・
山
日
立
於
・
弘
泊
削
を
以
て
日
ら
任
じ
給
う
と
と
を
、
何
応
に
日
連

を
本
側
と
し
本
命
の
主
・作
と
す
る
の
完
あ
り
や
。
即
ち
山
E
h
人
は
明
に
「
地
川
千
界
川
町
抗
し
て
本
川
の
料
館
に
脇
士
と
舟
っ
て
」
此
ノ
諮
H
M

本
柳
本
維
を
光
撤
す
る
の
ぷ
に
し
て
、「
本
川
の
仰
珍
を
脇
士
と
犯
す
」
の
誌
で
は
な
い
。
日
つ
上
h

え
に

如
刊
誌
ノ
奈
川
円
（
一
枚
以
…
M
州
開
）
よ
八
年
之
川
刊
民
八
品
工
て
ヂ
人
近
法
一
的
正
J

帥
像
〆
可
川
令
引
川
税
咋
敗
。

と
明
，
け
に
H
J
H
M
本
仰
上
引
’
以
は
作
甘
い
八
日
間
の
い
肌
と
、
末
法
の
始
と
の
み
に
川
現
す
る
と
あ
る
に
、
何
U

て
此

ノ
明
え
に
述
し
て
、
杭
枕
法
休

勝
劣
あ
る
二
川
刊
の
本
け
を
い斗
て
L
山
削
除
す
る
や
。

M
人
帥
の
如
く
訓
ぶ
し
て
「
本
化
仰
山
が
本
川
の
川村勾
を
脇
士
と
尽
し
て
」
日
ら
本
件
の

を
仲
ん
」
恥
か

b
な
り
と
せ
ん
か
、
今
の
「
坤
品
川
悦
泣
北
n
L

及
び
「
問
伏
」
の
し
え
を
如
何
。

U
〈
般
一
え
の
「
本
門
ノ
作
写
」
を
ば
作
世
枕
ハ
枕
の
人
W

法
附
に
し
て
劣
と
し
、「
ホ
世
ノ
本
川
ハ
トK
4．法
之
始
」
の
「
校
世
本
山
川
」
亦
肱
一
位
の
ト
小
川
に
し
て
お
川
市
三
段
也
と
訟
で
去
り
ぱ
（
叫
尚
一
日
馴）

同
じ
く
史
文
に
「
本
川
ノ
川
依
n

地
一山
千
比
米
法
ノ始
ェ必
で
可
日
山
内
現

L
之
「
本
門
」
も
亦
肱
徒
の
法
た
る
べ
し
。
然
ら
ぱ
本
化
は
股
続
劣
日以

i叫，、



白
川
肌
本
側
約
礼
札
制
本
仰
波
論
の
非
を
N
V
，す

五
0 

分
〆
一
切
ノ
川
布
之
法
」
等
と
い
へ
る
を
本
紗
に
仙
川
川
し
副作っ

て．

此
五
字
の
休
む
を
作
成
せ
ら
る
、

即
ち
十本
凶
の
修
山
品
川
・
木
県
の
功
初
、

制
U
A
小川の

「
悶
州
市
の
山
公
約
楽
」

で
あ
る
。
然
る
に
妙
法
五
千
を
恥
「
本
凶
妙一
χ
伺
の
－
U
門－
d
’l
交
法
禦
」
と
い
ふ
法
相
以
誌
は
‘
持
人
の
了

綿一
C
告
し
む
叶
で
あ
る
。
本
刈
一
の
妙
は
約

一
分
の
無
明
を
帯
す
、川
一斗か
L
H
Q

門
首
位
N
U

て
妙
法
の
本
一
体
と
し
大
川
マ
一
茶
…
紘
阿
山
一
の
妙
法
と
せ

f
l
ご

－
J

E

－
－

－

ん
や
c
然
る
に

「
ト
平
日
出
を
必
上
せ
ば
久
述
式
初
名
平
凡
夫
の
上
行
け
必
が
本
仰
に
し
て
純
作
は
迎
川
也
」
と
は
介
入
。
庁
官
し
件
ざ
る
川

で
あ
り
心
。
計
し
円
相
お
の
「
凡
去
は
休
の
三
身
ト
ホ
仰
・
仰
は
朋
の
三
凶
司
法
制
し

の
ん
ス
と
川
ぷ
な
り
と
一
一け
は
ん
か
、
4
h
h
v円
人
一
」
ト
巳

ι＼
H

・1－f
』

什

山

H

・4
μ
V
J
，J
l
J川

F
J戸－
Y

ノ千

取引
寸
凡
夫
の
上
行
け
川
越
の
み
な
ら
ん
や
。
我
等
も
亦
休
の
本
仰
三
b
討
に
し
て
、
山川山川～多山川ぺか
は
川
の
迩
仰
三
身
な
ゐ
こ
と
前
に
引
け
る
御

‘
l
：：、
己
’Hド
ル
4
b
．
ト
ヒ
ト
に

I
れ

h
v
z
一

R
J
t
u
Mt寸円
相

v
f
e
ド
メ
f

l
J「J
が
j
τ
L

混
と
川
じ
。
か
L
る
仙
…刊
川
刊
し
半
以
附

F
V｝J収
て
し
て
、
日
出
本
州
本
金
利
主

κて
な
け
れ
ば
な
ら
ね
仰
の
川
ゆ
る
コ
住
附
前
一
料
品
以

・

、、

．．
 

、
、
、
、
．
、

．．
 

、

て
ふ
、

怖
政
以
外
の
「
一
川
k

戸
川
一
一口
’一
er－－
で
な
け
れ
ば
日
辿
仰
山
の
付
耐
性
を
淀
川
町
し
能
は
十

(> 

と
す
長
。
日
記
の
如
き
制
心
本
一
年
ゃ
ん記

－

a命は
全
く
附
仰
法
・
単
一
刊
誌
外
出
た
3

ざ
る
を
件
な
い
U

け〈叫
が
予
文
の
つ
妙
法
丘
三

‘
 
．
．
 、
、

、

、
、
‘
．
、L
2a

・3
噌‘J
－

円

〆

．

ー

を
山
小
に
本
勿
に
州
持
す
る
も
（
れ
れ
か
V
’F
H
は
）
泊
三rJ
文
の
前
後
に附…
す
に
・
切
に
、
三
副
総
作
の
、
一

大
i

甘
い出
（ん
mML伽
）
で
、
山叩
に
本・

、
‘．

、

品川刈の一

一訟
で
は
な
い
。

島

川
主
山
に
に

J
・K
L引
恥
と
い

へ
ど
も
J

昨
今

M
b
FUω
民
よ
り
礼
九
回ぱ
、
日
木
什H
2
v
の
信
者
を
計
一
円
余
と
せ
り
れ
？
る
が
叫
に
州
叫

U
J法
門
λy
－生山
レ
三

宅
jl

l

て
、
火
山
十
一
人
全
体
内
限
心
法
門
は
注
べ
必
さ
れ
ず
と
凡
岳
べ一
一
協
が
あ
り
、
刑
制
り
興
作
に
約
一
し
て
仰
心
中
山
科
が
を

m
Jて
引
さ
岳
、
ζ

れ
川叩
ち
桐
谷

、4リ
a
e一

e
i
りー

〆

沙
也
三
五
叫
ん
W
1
日
）

我
山
部
は
此
に
五
つ
て
彼
一一日
ふ
べ
き
－
A
b
L
知
ら
な
い
C
町
ル
J
K
れ
之
』
む咋一
円
入
手
辿
り
ド
桝
目
し
て
、
ば
っ
て

此
批
判
日
必
合
a

北
大
功
也
。
恥
い之
比
古
川…
94
4
心一一川，
日
桃
山
川
明
一
桁
4

之
寸
以
．
此
叩
い

d
M多
p

d

川〈H
－u
t
米
則
ノ
之
一
品
；
’
人
ノ
h

叶
日
可
門
市
ニ
動
A

之
日
敗
。
口
ヒ
仏此
ニ
他
比
一
三
人
川
人
並
h
p
ぃ川
γ
勿
レ
読
M
1

之
7
0

仰
は
後
二
千
二
百
ご
十
公
年
末
け
も
引
訂
此
叫
し
ハ
之
心
－
。

一小
v

．M
九
州
靴
ザ
川
口
氏
五

.J 

｛ 

/ 

ー

百
以
一出＝
3
d
A
J
4
1
乞
ヒ
関
2
M
r．－一

円以
↓
ぃ
公
刊
師
必
北
ハ
－
一次計

思
山
川
十
二
日
一が
け
ん

t
・3
コ一仰ノ
矧
貌
リ

仙
寺
。
又
組
依
の
『
如
来
減
耗
．九九
THι
河
川
間
心
本
品
川
，
卸
』
の
金
交
を
弔
い
れ
過
料
利
さ
れ
た
ろ
点
、
「
立
身
大
4
M
w
h
「
京
阪
未
行

一
か
え
従
m
t
F
L
t

！

：

：一

i
－
；
t
t
i－－
i

を
、
針
牛
日
米
が
ル
代
俗
杭
越
な

μ
ば
と
て
、
判
的
7
d
訟
の
陥
他
ぷ
万
川氏
＠
舵
ヘ
バ
叫
す
る
竹
…
叫
・
4
川
火
昨於－一
日に
ふー
っ
て
は
、

Hr川r
－ル
h
川ト一や

閉山わ
い
じ
ん
山
一
ル
ト
跡
的
印
わ
か
じ
ん
）
佐
川
山
J
V
リ引い－
m
u
h
o
ル
ノ

トい
か
ル
小
佐
山
下
ト
ム
｝
一
日
山
（
一
ル
品
川
か
内
礼
町
一
小川
山
一
ん
い
恥
か
ト
レ
ル
一
九
九
九
U
h
r
んい

、‘
．
．
 、‘
．

、
、
．
、

．． 
、
、
‘
．． 

、
、

本
的
と
せ
4
y
‘
設
ん一山
川
仰
の
叔
木
行
を
前
一

h
I立
「
聞
い
州
第
一
の
本
A

刊
に
ふ
ん
山
？
い
や
ト
ル
ト
。
ル
U
一
作
（
ご
い
ル
肌
叩
心
仲
川
・
朴
ル
刊
か
松
山

．‘
‘．‘、

．．． 

、
、
、

、
、
、

‘．、

．．
 

、、

．．
 ‘
．、

陀
し
て
断
じ
て
純
一
ル
一
点
公
の
日
出
救
誌
に
は
非
ざ
る
也
。
我
伎
仰
を
か

J
は
ん
や
．
ハ
法
活
経
の
咋
ゃ
れ
に
同
ま
る
・
的
。

{7) 

’欠
ζ
μ
υ
R
ι
ψ
つ
川
川

ζ

ニ一l
uf
－－
ι
a
q
－
－

「
本
川
の
政
主
料
（々
を
本
け
と
す
べ
し
」

と
あ
る
を
川
は

本
門
の
ね
怜
と
は
何
世
の
料
伶
り
こ
と
に
非
ず
し
て
末
法
ド
M
刊
の
位
、
石
川
法
大
昭
人
な
る
こ
と
に
ば
附
か
，ざ
る
へ
か
ら
ず
、
本
門
の
本
泳
三
大
仰
同
法
は

芝

山投
与
の
伐
の
木
か
な
れ
ば
、
王
山
ド
問
的
役
喜
一
行
（
川
）
を
以
て
ん
小
竹
と
せ
ざ
れ
ぽ
不
可
な
り
。
一
丸
山
μ
に
も

「
古
川
立
に
年
九す
る
向
内
本
命

は
五
？門
店
内…の（
H

川初
以
来
此
土
祈
絞
淀
川
川
本
h

引
い
叫
一
作
三
身
の
政
令
約
一
村
H
X
也
」
止
あ
っ
て
、
一
占
有
百
前九
山
…
の
砕
川
初
」
又
は
「
木
市
伽
…
什
竺
身
」
と
は
久
迩

元
初
の
名
山十凡
十
一
八
円
治
相
な
る
本
側
円
述
な
る
こ
と
切
断
、
若
し
布
状
の
制
作
伶
ぱ
H
h
u
m
H川
に
於
て
仰
木
す
と
雌
も
、
件
以
泊
別
M

州
と
次
第
に
芥
治
し
て
利

灯
を
円以
p
、
市
し
て
後
の
閉
山
本
な
れ
ば
訂
作
前
協
の
似
仰
な
り
」

へ
山川川
J
J

nb礼
団
A
＼

と
、
御
文
明
氏

「g
Y
小
門
の
計
一
主
制
作
品
作
」

と
あ
る
の
を
五
山
し
て
‘「
日
連
本
仰
木
命
L

完

E
I
つ
ゐ
の
非
は
卜
に
叫
に
h
Mじ
た
如
く
ゴ
あ
る

が
、
更
民
間
は
ん
、

先
に
本
命
仰
の

1
・
入
門
2
”
に
p
p
l

’－1
7
V心
ご
『

－オ
V
E
rb－H十
肌

ゴ

L

の
本
川
作
か
を
ぱ
脱
帥
・
遊
休
と
い
ひ
‘
八
γ

「
本
門
段
、
王
将
。
」
を
勺
に
下

極
の
れ
主
日
蓮
本
仰
な
り
と
い

ふ
‘
北
（
の
俳
刷
刊
の
紋
此
矛
店
如
何
。

叉
三
秘
仰
の

「一一
－V
M口
川
＝
所
U

池
山4
2
本
か
ぷ
本
有
化
…
作
三
九
M
，れ
主

持
付
寸
川
記
也
」
も
制
出
勤
と
川
じ
く
一
一
一
日
前
日
川
陀
説
い
で
あ
る
川
町
町
内
正
即
太
史
の
符
’与
の
上
一
に
つ
い
て
ム
一
行
へ
る
も
の
に
し
て
、
問
自
仰
の

「
殻
一
辺

町
一
本
の
三
如
必
天
の
一
月
な
る
詩
荒
剛
一
弥
期
本
の
樟
迦
本
仰
」

な
る
と
と
一
点
疑
ふ
べ
く
も
な
い
。
何
を
背
ん
で
か
強
ひ
て
州
げ
て
門
組

宗
制
帆
本
帥
仰
論
及
紳
不
備
必
論
の
’
非
を
刺
す

ヨ工

F’F 



山高州
す小川聞論品品拍脚
本
側
法
論
の
非
を
糾
す

五：

本
仰
木
命
誌
を
弧
訓
ず
る
や
。
又
「
在
世
詩
H
M
円
聞
の
持
母
は
有
作
山
肢
の
恨
仙
仰
に
し
て
対
作
三
九
Yaと
‘一行
は
れ
や
L

と
は
何
を
岐
路
と
す
る

ゃ、

山ん
も
附
前
の
特
命
を
訂
作
庇
ほ
の
似
仰
と
い
ふ
は
J

円
、
若
し
ん
寸
経
州
門
の
削
仰
土
・
山
川
「
従
い
予
劣
－
叫
一
パ
ル
巧
」
・
「
不
刻
現
句
作
身
」
な

る
と
と
．
彼ノ
「
微
妙
同
法
身
・
共
州
三
十
二
＠

以
八
十
陀
好
・
川
正
悦
法
九
苛
」

の
一一
円、
訂
作
作
耐
の
如

生
身
三
十
二
相
ハ
十
何
．川
町
の
庇
院
劣
際
身
に
即
し
て
、
微
妙
浮
法
身
の

の
え
比
つ
べ
し
。
「
川
正
政
法
身
」

〈
見
ゆ
れ
ど
も
、
町
に
は
根
機
副
誠
一せ
る
今
続
開
棋
の
様
感
は
、

一
大
削
仰
と
印
刷
山
比
す
る
も
の
に
し
て、

後
三
す
れ
ば
法
草
の
附
矧
に
よ
っ
て
則
前
の
川
九日
川
M

刊
の
純
比
亡
決
す
る
山
。

下川巾占
ζ
叫
吹
ル
W
JU
F
公

1
；
i
f
－

－

I

J

 

九討の
ん川
…
作
川
仰
の
広
い
は
で
あ
っ
て
．
決
し
て
訂
作
川
川
財
布
行
の
似
怖
で
は
な
い
。
引
や
本
川
は
分
川
に
伽
川
市
成
の
んT
J
ル
切
に
即
し
て
久
妙
、

の一
百
本
を
山山一
す
、
何
ぞ
有
作
の
恨
川
仰
と
一一一け
は
ん
や
。
若
し
始
域
始
先
に
即
し
て
久
成
本
ハ
ム
九
三
日
十
る
を
。
引
け
て
訂
作
と
い
は
ど

山川ヘえの

作
一
身
U
越
に
即
す
る
久
述
比
例
の
山
交
川
本
・
怖
も
亦
訂
作
仰
仰
な
ら
ざ
ろ
b
z
叫
ん
や
。
或
は
γ

犯
に

7
v、l
h
川川
、
t
・f
Mじけけ
N
・’
r・H
H

－
p
f
〉－
f

－1
・1
k相
ぷ
州
」
↑
y
H
H
4ド
H
H
L

～

σ一↑1

を
以
て
訂
作
配
峨
と
い
は
い
＼

何
ぞ
知
ら
ん
本
化
の
総
ι
忍
耐
し
て

「’uZH余
色
三
十
－
川
終
日
JM－
た
川
」

と
い
ふ
も
亦
H
4
μ

久
泣
幼
米

「
動

行
新
進
氷
川村
休
・

ι」
し

「
湘

K
M功
仙
と

し
て
作
た
る
い
ね
川
市
の
一
例
作
必
依
な
ら
t
y
p
・。
W
M
K
知
る
べ
し

「

κ百
山し
む
J

吋
初
P
J
h
h
m
作
三
一身

教
主
料品門
γ
」
と
は
お
悦
間
以
の
本
州
制
作
命
な
る
と
と
を。
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